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Abstract 
 
Some Aspects of Compliments in Japanese Conversation: 
The Interactional Order of Compliments and Compliment Responses 
 
by 
Jang Seunghee 
 
 
This study aims to deepen the understanding of compliments in talk-in-interaction 
and gain a new insight into them. To achieve this aim, I use Conversation Analysis as a 
research method to analyze compliments and their responses in naturally occurring 
conversations in Japanese. 
In the field of Japanese language education, ‘compliment’ has been regarded as an 
important action to learn because it serves to make someone feel comfortable (Shimizu, 
2013). Specifically, compliments are said to have functions of moving a conversation 
forward smoothly and lightening a mood. With this recognition of compliments, 
previous studies have mainly focused on two issues: what utterance forms are used to 
conduct a compliment, and to whom the compliment is addressed. As many studies 
based on Conversation Analytic approach have pointed out, however, it is essential to 
examine not only the composition (or forms) of the turn constructional unit (hereafter 
TCU) through which an action is enacted but also the position where the TCU is 
produced, in order to recognize what an action accomplishes in conversation. 
Following this line of research, this study analyzed compliments and their responses in 
terms of their compositions and positions in conversation. 
The analysis consists of the following three aspects. First, compliments and their 
responses appearing in the data were analyzed in terms of their compositions and 
positions, and categorized into several types. The result of the analysis illustrated the 
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quantitative distribution of those types and which types were relatively frequently used 
in Japanese conversation. 
Second, compliment responses were analyzed. As Pomerantz (1978) indicated, 
recipients of compliments usually face a dilemma, a conflict between two preference 
organizations: preference for agreements and preference for avoidance of self-praise 
resulting from accepting the compliment. The analysis focused on two specific methods 
in which the recipients deal with the dilemma: turning the focus away from the target of 
a compliment (Chapter 4) and soo-type questions through which recipients make a 
request for clarification (Chapter 5). The close examination revealed what context these 
methods were fitted to as solutions to the dilemma, and how they served to solve it in 
that context. 
Third, this study addressed how compliment utterances come to have other functions 
besides their basic function such as ‘making someone feel comfortable’. The specific 
cases where compliment utterances initiate a new topic were closely examined. The 
analysis revealed in what occasions compliment utterances were used to initiate a new 
topic, and how the topic was developed subsequently. 
In conclusion, through the above mentioned analyses, this study reexamined the 
premises about compliments that previous studies have stood, and demonstrated what 
makes utterances recognizable as a compliment and its relevant response in Japanese 
conversation. It is expected that the findings of this study will contribute to make 
Japanese language learners as well as teachers to deepen their understanding of 
compliments.	
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本研究の要約	
	
	 本研究は、ある発話がなぜほめとして理解可能であり、ほめの発話に対して聞き手がい
かなる反応を示すのかを明らかにするため、実際の会話場面から会話分析によりほめの諸
相について分析を行った。	
		 まず、第 1章では、本研究がなぜ「ほめ」という行為に着目し、なぜそれを会話分析と
いうやり方で分析を行う必要があるのかについて明らかにした。とくに、日本語教育にお
いてなぜほめという行為に着目するかを提示し、従来のほめの先行研究において解明され
ていなかった点についても述べた。	
	 第 2 章では、本研究においてなぜ会話分析の方法論が有効であるのかを検討した上で、
会話分析の考え方、概念などを整理した。また、データの収録方法やデータの概念につい
て述べた。	
	 第 3 章では、ほめの発話とその応答の関連について量的な分析を行った。3.2 節では、
ほめの発話の評価対象について考察した。ほめの発話には、「相手自身に向けられた評価対
象」と「相手に属する場所・ものに対するポジティブな評価対象」があると区別した。そ
の上でその応答の関連性について分析を行った。3.3 節では、話し手の発話形式について
検討した。まず、発話内に評価対象が明確に提示されているかどうかについて明らかにし、
次に、ポジティブな評価語がどのように構成されているのかについて検討した。3.4 節で
は、ある発話がほめとして適切に理解するためには、発話形式のみならず、発話の位置も
重要であるという立場から「直前のやり取りで評価対象が言及されたことがある」と「直
前のやり取りで評価対象が言及されたことがない」とに区別し、分析を行った。その上で
ほめの発話の位置とその応答との関連性についても検討した。 
	 第 4 章では、第 3 章の分析を踏まえた上で、ほめのジレンマを解消するため聞き手が用
いる一つのやり方である「焦点ずらしの応答」について分析を行った。焦点ずらしの応答
が話し手の評価対象と密接にかかわっていることを提示し、受け手自身であるか、もしく
は受け手に属する場所であるかにより、受け手による焦点のずらし方や聞き手の「部分的
な同意」あるいは「不同意」のような応答が異なっていることを明らかにした。 
	 第 5 章では、ほめのジレンマを解決するためのもう一つのやり方である「そう系」の応
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答について分析を行った。本章は、「そう系」の応答の特徴をよりわかりやすくするため、
「否定」「不同意」の応答を比較しながら分析を行った。その結果、第一に、「そう系」を
用いる直前のほめの発話は、描写された発話として組み立てられており、第二に、この場
で唐突に言及された評価対象、つまり「今気付いた評価対象・発見した評価対象」として
組み立てられていた。以上の分析から、ほめとしても理解可能な発話に対する受け手は、
「今ここで気付いた・今発見した対象」であるため、今この場ではすぐ応答できないもの
として「そう系」の応答を用いていることが明らかになった。このような反応ができるこ
とも直前の発話がどのように組み立てられ、どのような位置でなされたのか、それによる
適切な応答として理解されたことを示している。 
	 第 6 章では、会話参与者がほめの発話を利用して話題を展開していく過程を分析した。
次の話題を展開していくやり方として、1）今発見したかのように直前の話題と関連しない
ほめの発話から開始する、2）直前に得た情報をきっかけとして直前の評価対象と関連づけ
てほめの発話で話題を開始するという、二つのやり方があることを明らかにした。その上
で、6.4 節では受け手に焦点を当て、ほめを受け入れることによる自画自賛を回避しなが
ら、どのように話題の展開を形作っていくのかを分析し、6.5 節では話し手に焦点を当て、
ほめの受け手から話題の展開に対する貢献が得られなかった場合、どのように話題を展開
していくのかを分析した。この分析により、従来の先行研究におけるほめの機能について
実際のデータに即して検証することができた。 
	 1 章から 6章まで検討したことを踏まえ、以下のような知見が得られた。	
	
【課題 1】ほめがどのような発話形式で、どのような位置でなされているか、そしてほめ	 	
	 	 	 	 への反応にはどんな種類のものがあるかを明らかにする。さらに、ほめの形式や	
	 	 	 	 位置の違いに応じてほめへの反応がどのように分布しているかを提示する	
	 従来の研究ではすべての対象を同じほめとして取り扱ってきたことに対して、本研究は、
相手自身の能力（21 件）、経験（7件）、外見（6件）、年齢（3件）、名前（1件）のような
評価対象を、「相手自身に対するポジティブな評価（38 件）」とし、居住地（14 件）、所属
している機関（9 件）、所有物（1 件）に関する評価対象は「相手に属するものについての
ポジティブな評価（24 件）」と区別した。評価対象を区別した上で、「評価対象が発話内に
 3 
提示されている（27 件）」場合と、「評価対象が発話内に提示されていない（35 件）」場合
があることを示した。この結果により、日本語の場合、発話内に評価対象が明確に提示さ
れなくとも、半分以上のケースがほめとして適切に理解していることがわかった。さらに、
「すごい」「いい」「うらやましい」「かわいい」など、発話内に明確にポジティブな評価語
が含まれているほめの発話と、そうではない場合のほめの発話も区別して分析を行った。
その結果、発話内にポジティブな評価語が含まれている場合は（62 件中 52 件）であり、「発
話内にポジティブな評価語が明示されていない」場合は 10 件のみであった。	
	 このように、発話形式を検討した上で、その次にほめの発話位置について検討した。ほ
めの発話の位置は、（1）評価対象が直前のやり取りで言及されている場合と、（2）評価対
象が直前のやり取りで言及されていない場合とに区別した。（1）評価対象が直前のやり取
りで言及されている場合は、1-a）直前の発話で評価対象が言及された場合、1-b）すでに
評価されたものが再度評価される場合、1-c）ほめの受け手からほめ返しが行われる場合が
あった。さらに、（2）評価対象が直前のやり取りで言及されていない場合は、2-a）評価対
象から発話が開始されている場合と、2-b）評価対象が直前のやり取りで言及されずここで
はじめてポジティブな評価がされているものの、直前の話題と密接にかかわっている場合
があった。そして、ほめの発話を詳細に分析した上で、「ほめの発話形式とその応答の関連
性」と「ほめの発話位置とその応答の関連性」についても考察した。	
	 まず、ほめの応答の場合、ほめに対する「同意」「不同意」「どちらでもない反応」と分
類し、「同意」の場合は、「格下げした同意」、「受け入れ」、「焦点ずらしの応答」があるこ
とを示した。一方「不同意」の場合は、「否定」「焦点ずらしの応答」があることを、どち
らでもない応答の場合は、「そう系」「その他」の応答があることを提示した。このように
区別した上で、評価対象とその応答がどのように関連しているかを分析した。その結果、
評価対象が相手自身の場合（総計 38 件）、同意はわずか 2 件（5.3％）だが、不同意は 27
件（71.1％）もあった。一方で、評価対象が相手に属するものである場合（総計 24 件）、
同意は 13 件（54.2％）と半数以上を占めているが、不同意はわずか 2 件（8.3％）しかな
いことがわかった。つまり、評価対象が相手に属するものの場合、評価対象が相手自身で
ある場合に比べ、同意の頻度が高くなっていることが明らかになった。なお、最も高い頻
度で行われたのは不同意の反応（29 件）のなかでは、とくに、「いや」「いえ」などの否定
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語を用いて示す場合で、それに続いて、「そうですか／そう？」などを用いて行うどちらで
もない反応の場合であったため、本研究の 5 章で比較して分析を行った。そして、同意の
応答と不同意の応答のなかに共通して見られた「焦点ずらしの応答」という現象について
も 4章で詳細に検討した。	
	 次に、ほめの応答が、「評価対象が発話内に提示されている（27 件）」場合と、「評価対
象が発話内に提示されていない（35 件）」の場合と、関連性があるかを検討したが、発話
内の評価対象の提示とその応答についての密接な関連性は見られなかった。	
	 しかし、ほめの応答が、ほめの位置と関連性があるかを検討した結果、評価対象が直前
のやり取りで言及されたことがない場合には、「そうですか／そう？」の応答が最も多く、
12 件中 6件となっていた。続いて否定の応答が 4件見られた。他方、直前のやり取りで言
及されている場合、半数近く否定の応答を示した（50 件中 20 件）。この結果から、直前の
やり取りで評価対象が言及されていない場合は、「そうですか／そう？」の応答を用いられ
る傾向があることが明らかになった。	
	
【課題 2】ほめを向けられた側が、ほめへの反応を行うときに、どのようにしてほめの	
	 	 	 	 ジレンマに対処しているか	
	 Pomerantz（1978）がほめの受け手が直面するジレンマを解決する方法として提示した「ほ
めの格下げ」と「ほめの対象/指示のシフト」に加え、「焦点ずらしの応答」と「そう系の
応答」というまた別のやり方を見出して詳細に分析した。まず、焦点ずらしの応答の場合、
本研究で示したように、評価対象が受け手本人であるか、もしくは受け手が属する場所で
あるかにより、受け手による焦点のずらし方や受け手の「部分的な同意」あるいは「不同
意」のような応答が異なってくることが明らかになった。受け手自身に向けられた評価に
対する焦点ずらしの応答は、話し手によるポジティブな評価の対象となる特性を受け手自
身が十分に持っていないので、評価されるに値しないという不同意の表明を示し、それに
よってほめのジレンマの問題を解決しようする方法である。他方、受け手が属する場所つ
いてのポジティブな評価に対する焦点ずらしの応答は、受け手自身を表面化させないよう
に、自分へのポジティブな評価につながりにくい側面に焦点をずらして同意を行うもので
ある。この場合、ポジティブな評価の対象が明確に聞き手自身に向けられていないため、
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ほめとして振る舞わないことも可能であり、それによって、ほめのジレンマを解決してい
ることがわかった。さらに、焦点ずらしの応答も受け手がほめのジレンマを解決するため
用いるもう一つのやり方であることを見いだした。Pomerantz(1978）によると、ほめのジ
レンマに直面した受け手は、「完全な不同意でもなく、完全な同意でもないやり方」、もし
くは「一部分は同意したり不同意したりするやり方」として「ほめの格下げ」や「対象の
シフト」などが行われるとした。加えて、焦点ずらしの応答も「ある一部分において同意」、
もしくは「一部分において不同意」を示しているといった共通点が見られる。具体的にい
うと、受け手自身に向けられたポジティブな評価であれば、「評価対象の特性を持っていな
い自分」を持ち出して不同意を示す。こうしたことは、「ある特性を持っている自分/ある
特性を持っていた自分」には暗黙的に同意することである。また、相手の属する場所に対
するポジティブな評価であれば、受け手自身にも向けられている可能性がある評価対象を
場所のみに同意を行っている。このような焦点ずらしの応答は、「一部分には同意/一部分
には不同意」という観点からほめの受け手がジレンマを解決するために用いられているや
り方であると考えられる。	
	 一方、「そう系」の直前の評価の発話は、「否定」の直前の評価の発話と比べると、ほめ
としても理解可能であるが、ほめではない可能性も持っている曖昧な発話である。そのた
め、その曖昧性を利用し、ほめのジレンマを解決するやり方として用いることができる。
とくに、「そう系」の直前の発話が、今気付いた・今発見した対象に対する描写されたポジ
ティブな評価であるため、今この場ですぐ応答できないものとして取り扱い、それによっ
て受け手はほめのジレンマを解決するやり方としても利用していることがわかった。	
	
【課題 3】ほめの発話が、どのようにして、ほめであること以外のプラスアルファの機能	
	 	 	 	 を持つのか	
	 実際のデータに即してほめの発話形式と発話位置に焦点を当てることによって、ほめで
あること以外のプラスアルファの機能があることを明らかにした。本研究では、ほめがも
ともと持っている機能のプラスアルファとして「新しい話題を開始する機能」に焦点を当
てて分析を行った。沈黙が長く生じており、何かを話さなければいけないときに、会話参
与者がほめの発話を利用して話題を展開していく事例を分析した結果、以下のことが明ら
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かになった。	
	 話題が途切れたからといって、いつでもどの位置でもほめの発話を開始してもよいので
はなく、1）今発見したかのようにほめの発話から開始したり、2）直前に得た情報をきっ
かけとしてほめの発話を開始したりする。このことは、話題が途切れたときに、ほめの発
話を開始するのは、今評価対象について発見したからである理由として説明ができ、突然
のほめの発話開始を正当化する。一方、直前に得た情報をきっかけとしてほめの発話を開
始するのやり方は、直前でなされた情報連鎖を閉じるとともに、評価連鎖を開始すること
ができる。評価連鎖を開始するほめの発話は、何らかの応答を求めるため(Pomerantz,1978)、
話題が途切れた際には、受け手からの反応を得ることができ、話題を展開させられること
がわかった。	
	 以上のように、会話参与者が何かを語らないといけない状況において、「ほめの発話」で
話題を展開しようとする振る舞いは、ほめがもともと持っている「相手を心地よくする」
機能に加え、新しい話題を開始する機能も持っていることを示唆する。	
	
 
